
守

一

き

一

一

一

菱

レ

イ

ヨ

ン

、

一

芸

襲

撃

草

を

作

一

て

惑

を

と

い

う

っ

一

葉

が

躍

で

線

道

芸

一

容

と

レ

ぃ

?

一

る

。

筒

状

喜

多

い

家

一

か

ら

の

力

に

も

強

い

。

一

の

き

衝

突

時

議

い

カ

一

望

重

と

ど

も

あ

り

、

ぐ

ず

つ

い

た

皇

大

霊

祭

奮

の

研

修

i
f一

の
フ
レ
ー
ム
部
会
議
一
従
来
の
炭
素
織
禁
止
に
綴
差
益
、
鉄
事
く
一
点
諸
時
一
療
に
な
る
見
通
し
だ
。
一
る
怒
っ
か
け
に
な
っ

一
に
警
護
な
撃
の
喜
一
多
く
に
料
理
霊
長
が
一
実
用
化
す
る
。
議
襲
一
つ
コ
こ
れ
家
で
き
李
ィ
一
鐙
一
一
一
議
5
5
2
哲
学
し
や
す
い
a

C

m
i
J
~
E
し、� 

u年
1
1
3
月
期
予
一
え
さ
せ
る
警
官
も
広

区
区
必
2
4
1
一
織
も
一
小
雨
一
と
し
た
�
 

mru

i
段
目
門
娘
一
念
品
織
に
と
っ
て
、
こ

t

官
当
初
予
割
問
の
「
簿
8
一
一
以
上
に
大
き
な
銀
題

i

繕
-5前

一
一
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
フ
�
 
Z
 

4
…ラ� 
l
り
を
作
る
一
。
一
元
ソ
ニ

川
崎
一
ー
の
盟
問
谷
川
正
平
{
田
崎
)
ら

劃
一
十
数
人
の
臼
本
人
校
術
者

ぬ
の
年
に
1
5
6
9
績
が
繁
協
躍
す
る
海
外
就
学
体
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
て

Jmm
万
人
だ
っ
た
鋭
敏
だ
3
本
開
門
戸
山
続
き
3
月
か
る
子
ハ
統
領
の
李
間
選
(
自
問
}
く
嶋
�
 7

 

b
明
造
業
の
就
業
者
ら
仇
別
総
人
の
一
釜
警
が
ア
ジ
ア
は
{
グ
門
M
l
パ
ル
リ
�
 
i
ダ
i

続
行
か

ω年
に
ー
な
と
の
制
問
調
山
に
赴
/
¥
。
�
 

ω万
人
湾
総
一
鮎
削
鵬
闘
を
打
ち
に
般
か

ε

許制

a

A

止
策
と
の
綾
傍
だ
っ
た
�
 
2

に
な
る
臼
が
近
い
0
2
0
1
々
に
も
決
断
後
波
る
ョ
宮
間
情
同
出
附
け
れ
ば
若
い
ん
で
き
た
つ
し
か
し
緩
鵬
舗
の
な
ど
大
手
に
就
職
で
き
る
滋
"
減
る
憲

一

ト

リ

ニ

ト

ロ

ン

の

重

o

T

4

9

然

、

薄

型

ナ

レ

霊

襲

撃

議

議

現

地

譲

穏

に

も

浴

場

が

費

量

る

こ

れ

か

ら

嘗

は

わ

ず

か

。

だ

か

ら

鎗

滋

…

理

�

 J

子
を
残
し
た
か
っ
た
一
(
畏
ど
な
ど
包
本
の
民
生
穂
子
機
谷
工
業
高
校
舎
給
油
概
綴
串
極
帯
谷
ぐ
踏
の
織
は
あ
時
時
、
�
 
m
開
発
の
場
で
あ
る
日
欲
滋
殺
人
カ
公
包
が
磁
器
情
醐
訓
練
明
獲
す

谷
川
}
。
か
つ
て
世
間
溺
鍍
で
箆
(
デ
ジ
タ
ル
家
餓
}
輸
入
品
�
 
f
さ

-

篠

山

山

真

剣

な

荻

な

渡

し

熊

づ

る

。

と

海

外

を

館

主

新

し

�

 

h

タ
イ
の
専
門
学
校
を
勧
戒
し
て
海
�
 

M

は
実
で
�
 

f

-

…
本
桜
中

ソ
-
T事
琶
臨
持
金
一
獲
に
棚
押
し
�
 

'

i

h

-

-

h

l

 

‘i
，

‘

‘

ー

:

，

ブ

の

祭

器

開

賓

が

�

 
L
る

外

で

鍛

げ

る

人

携

を

育

て

臼

ぬ

上
げ
た
ブ
ラ
ウ
ン
管
謀
術
伝
十
�
 Lnソ

cr信
Z-山
内
、
廿
五
伊
半
ム
峰
啄
こ

8

3

3

2

J

撃

で

設

さ

岳

器

械

が

F

E

D

に

患

づ

t

S

1

2

竃
�
 

4
1高
F
E
R
-
E罰
d
y

，I
&李
主
警
の
間
後
織
外
に
向
け
る
の
が
ほ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
カ
・
�
 2
ト

d

同
�
 

M

d

e

a

a

e

a

よ
み
が
え
る
か
、
ソ
ニ
ー
の
遺
伝
子

霊
長
言
え
れ
ば
、
一
い
入
れ
舷
穏
な
ど
進
撃
一
一
町
民
一
政
ー
を
な
っ
た
3
日

午

雲

し

き

議

だ

。

は

し

喜

で

も

ハ

ン

セ

ン

謀

議

3

8

の

ニ

ュ

一
発
議
室
・
2
亙
鍛
え
た
。
響
生
は

2011 J年(平  

一
1
1
5
を
克
服
す
る
よ
柔
め
て
い
る
主
主
霊
祭
議
か
ら
の
5
2
合
わ
せ
て
�
 遁
�
 

一融一言語守� )
j
E欠
在
活
構
司
ヂ
・
欧
動
車
�
 1
5設計七引合一即時間一一一語


;
u
v
r
ν

亘
法
人
税
率
、
叩
%
超
下
ア
議
諮
問
九
諒
一
銭
前


員
三
�
 

一
可
解
一
一
�
 

二
抑
制
譲
二
ニ
�
 

i
d

一一一
一

r
L

l

?
z


一

主

一

一

コ

舗

装

コ

コ

乱

立

ヨ

一

一

一

明

一

;

長

襲

撃

2

4

日

午

前

0

8

現

ノ

/

が

?

7

%

}

粛

の

2

i

i

二

一

時

一

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

株

式

市

場

長

関

空

自

主

鰯

押

議

案

T

o

o

-

望

�

 

[
:
i
l
h
u
u
i
i
U
J
;

B
/

w Eld-

;

i

K
L
rm

ere-JVpft

一一レ
一

詳

細

今

主
ペ
ぺ
j

加
す

一誠

  

1
4
i
J
E
i
:
2
1
4

;

-

Z

E

E

-

E

r

L

L

E

-

:

?

e

t

-

-

一

陽

一

ト

 

恵

三

官

土

秀

一

定

量

権

量

一

龍

重

一

民

層

調

担

額

唱

話

陪

ご

日
本
一

今

一

�

 

M

織
�
 

一
撃
で
畿
め
た
。
リ
ボ
ン
を
一
小
さ
な
襲
撃
章
、
勺
ば
一
軍
の
エ
ン
ジ
ン
閣
り
の
豊
一
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
て
実
一
副
�
 

一
一
き
で
、
霊
安
�
 

2
3

b

p

d

f

p
d
F
!

i

ufL
i
jは
り
は
け
�
 

慢
舗
闘

ω、
応
寺
粘
睦
沼
諺
亨

「
一
線
心
十
一
日
れ
清
翌
日
れ

2
2諮
問
  

U

λ
匿
?
緩
和
宅
一

ん
ま
来

演
劇
罰
ル
凶
お
怒
淫
す
る
ヰ
�
 

吋
げ
な
子
育
緩
て
長
一
き
と
�
 て

を

ui
F
-
2
I
X
I
-
-
z

L

〈
�
 

百
九
地
一
持
知
揺
れ
間
一
諮
問
問
  

t

1

1

3

3

2

2

1

1

a

t

-

-

一

…

議

S

F

9

5

わ

れ

ど

工

品

提

趨

政

価

緩

法

上

一

期

J
J

竺
�
 

ぺ
�
 

7
・
�
 

喜
舗
が
�
 N

i
沼

l

山一一

緩
中
国
主
と
日
芝
、
員
三
旬
以
来
、
約
2
年
3
1

盟
三
�
 

点
撃
に
熱
心

き
り
の
高
値
を
つ
け
た
1

一
闘
メ
・
・
岡
剛
一
一
�
 

・

E
E
1
f

{GE

v

2

Z
E
-
-
S

と
総
選
と
い
っ
た
霊
長
一
タ
カ
ギ
セ
イ
コ
ー
な
ど
の
研
一
っ
;
委
譲
い
百
一
ィ
ヤ
な
ど
は
そ
の
ま
ま
で
一
鑓
じ
陀
凶
盟
諸
の
襲
撃
襲

、
凹
凸
が
あ
る
一
議
�
 

げ
な
ど
複
雑
一
も
点
差
震
は
従
来
の
4
一
盟

母

語

腕

一

驚

し

た

。

緩

み

の

リ

ボ

一

義

援

に

警

で

き

る

5

5

;

工

後

に

部

一

部

に

な

る

と

み

て

い

る

。

今

一

悶

合

圃

'

一

一

軍

房

審

議

も
一
?
と
優
れ
た
蓄
を
簿
一
孫
一
一
一
一
議
t
i

九
一
、
議
選
総
書
っ
て
一
繁
繊
維
材
料
を
望
し
だ
一
警
察
闘
で
還
の
で
す
、
量
感
メ
ー
カ
ー
な
ど
一
周
製
自
一
一
ま
っ
た
の
は
寝
{

喜
重
量
、
最
大
6

割
減
一
号
若
セ
日
韓
内
一
臨
時
雑
誌
耕
一
部
門
一
�
 

心
引
一
器


跡事

  

l
z
v

is

Z

ifizzS
E
E

q
E
E
J
7
た
の
は
I
S
5
6

妓

同

級

�

 

ー

一

ぎ

な

ご

は

量

の

車

体

一

製

品

委

主

三

に

加

工

で

雲

新

し

い

重

一

つ

い

向

援

に

腕

繁

華

一

材

主

義

一

議

ょ

う

の

こ

一

ー

や

ド

ア

の

;

だ

ん

一

5

~

苦

言

一

;

ま

で

に

ま

繁

一

夜

加

え

る

暴

れ

た

り

ょ

一

�

 
簿
の
大
事
就
験
後
会
』

ょ

っ

た

望

肢

が

台

湾

問

奈

義

人

富

一

の

中

長

芝

、

働

く

入

平

空

襲

格

の

噂

門

技

術

2

2

3

%

。

ザ

ム

ス

ン

?

ま

L

~QlV)


a!織
 
D
の
量
産
喜
一
間
畑
地
惜
し
だ
め
て
一
穫
を
渡
っ
た
る
お
銭
宮
中
と
と
も
に
一
輸
出
が
肌
数
は

一
織
警
告
次
い
で
開
発
一
を
全
面
的
に
裂
で
員
一
と
ば
一
孝
一
議
室
長
た
も
の
の
、
一
と
い
っ
た
重
な
震
の
思
議
レ
イ
ヨ
ン
は
東
洋
一
号
、
議
差
是
す
」
つ
の
議
案
い
撃
が
入
っ
て
設
繁
華
に
置
き
一
足

し
た
�
 
組
事
録
と
い
っ
た
形
一
ば
、
車
体
重
震
後
一
鉄
に
は
ベ
十
炭
素
繊
維
は
鉄
と
比
べ
て
一
ヱ
は
醐
親
し
か
っ
た

一

三

室

、

時

防

活

福

告

示

習

に

ド

方

修

一

し

、

芸

術

な

と

を

鍵

山

内

制

制

一

一

戦

一

堂

河

五

蜘

ポ

桝

州

自

主

済

新

聞

社

が

3

回

一

か

ら

漏

れ

一

三

方

修

正

一

そ

う

だ

。

患

に

は

し
か
本
の
製
造
現
場
に
リ
ー
ダ
ー
鋳
笛
の

ω

が

:

パ

イ

オ

ニ

ア

の

ヱ

護

家

電

の

輸

入

璽

へ

議

一

整

え

て

き

た

裏

側

判

0

7

3

交

に

こ

れ

畿

で

閣

議

専

は

白

出

し

た

収

な

と

の

日

臨

み

は

全

て

酬

明

後

開

暗

殺

は

、

グ

ロ

ー

バ

ル

競

争

は

〈

綿

織

っ

た

a

説
、
策
大
と
仲
間
同
で
、
中
空
の
一
策
レ
た
策
大
、
東
北
大
、
…
っ
て
い
る
と
綴
エ
し
に
く
か
一
機
え
れ
ば
、
エ
ン
ジ
ン
や
タ
一
コ
ノ

今
後
養
護
一
議
の
向
き
に
よ
っ
て
は
カ
一
銭
わ
れ
る
占
レ
な
ど
は
級
一
氏
業
程
一
自
動
績
は
溺
内
最
重
一
マ
い
曲
家
く
の
奪

し
て
新
素
材
毒
�
 

悶

竺

業

譲

減

少

を

害

、

1
車
一
年
ぬ
1
議
選
童
初
一
の
英
語
力
向
3
�
 

i

L
i

l
J

、
一
予
澱
の
一
怒
り
…
か
ら
1
段
一
て
い
る
。
議
革
委
綴

畿
と
め
た
2
0
1
1
年
1
5
一
し
だ
っ
駆
け
込
み
湾
要
で
昨
一
て
組
織
の
カ
後
続
め

3
周
期
の
畿
 

J

w
m

カ
ン
タ
イ
ル
取
引
一
以
内
総
会
巻
善
し
て
一
行
議
選
銀
行

広
三
塁
い
う
思
議
3
車
両
一
の

一

説

性

こ

す

一

一

一

初

一

片

明

空

襲

し

て

撃

つ

在

ダ

ウ

平

均

援

護

品

一

4

3

6

望

ー

さ

ゆ

り

物

接

続

伸

し

て

始

全

面

心

理

圏

三

話

3

襲

撃

戸
一
一
士
号
常
二
警
官
主
主
一
腕
一
宇
野
締
法
は
れ
日
約
一
一
時
計
げ
町
二
持
続
一
投
与
刊
行
え
ば
い
わ
一
ヲ
ヨ
一
目
括
経


一
制
一
最
革
島
正
芸
誌
明
日

2

謀
望
世
帯
�
 一
 

一

i

Q

3

[

3

3

[

o

o

i

e

二

一

会

苦

言

語

事

案

海

外

?

?

の

流

入

で

2

0

1

，

に

今

年

の

取

引

が

始

芝

へ
一
間
一
ア
排
み
喜
一
副
委
一
一
一
言
一
山
加
え
、
米
連
邦
準
襲

E
S

主
義
一
霊
童
話
一
霊
一
室
亘
書
重
一
重
量
喜
一
書
雲
襲
撃
選
言
語
霊
一
重
量
亘
書
一
言
語
霊
襲
撃
備
選
喜
一
重
一
重
量
宮
吾
妻
一
重
霊
童
霊
豪
華
議
蓮
華
量
一
璽
5
5
5
5
3
3
蓮
華
5
5
5
3
2
重
一
重
亘
書
重
喜
一
一
密
室
一
軍
事
襲
警
菱
重
量
一
重
重
一
章
一
豪
華
吾
輩
襲
撃
襲
撃
塞
霊
童
三
重
喜
霊
議
選
霊
一
霊
一
墨
重
量
章
一
塑
超
円
明
日
間
由
剛
一
一

こ

直

二

一

間

的

コ

忠

勝

戸

空

な

一

議

絡

を

加

工

す

る

蓄

を

一

撃

問
調
掴
制
割
問
権
完
売

u
bコ
誠

司
「
現
制
覇
市1:

殺、
ι

2

・

:
;
2
・

鼠

臨

E
E

Tkos-

f

Em
Eが、詩

ω一
棄
を
伸
ば
そ
う
と

b

一
泰
弘
九
。
今
年
、
人
材

…
塞
唱
は
川
同
年
目
印

一
笑
績
�
 

渋
谷
川
た
ち
は
日
本
で
F
�
 

ー
…
レ
1
(
F
E
p
v
c
ソ
ニ
!

i

第l部 忍(i45諸問，

と
奮
い
た
。
炎
谷
川
た
ち
は
婚
は
す
で
に
ふ
総
。
ヂ
ジ
タ
照
谷
市
か
ら
近
い
深
ハ
会
前
法
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
海
峡
ト
ン
ネ
ん
の
輝
総
現
場
年
設
で
に
5
万
人
の
海
外
副
駄
だ
H
敬
称
筒
、
山
町
山
刷
い

i

a
a

i
チ
レ
ヒ
導
織
の
簿
外
移
転
で
1
9
S
2
る
。
欄
樹
立
世
間
等
導
門
学
校
機
�
 

-v

l

一
が
、
台
湾
一
で
次
世
}
代
デ
ィ
ス

戦
後
す
ぐ
ソ
ニ
ー
の
前
�
 

狙
い
。
骨
盤
飛
脚
聞
は
大
波
、
ト
い
な
い
と
や
っ
て
い
け
な
�
 
齢
呂
町

s

る

ン
シ
ッ
ブ
、
2
万
人
の
海
H
鈎
浪
記
事
3
還
に

一
ブ
レ
�
 
の
股
座
に
挑
戦
す

々
幾
重
傷
工
業
を
つ
く
は
6
7
2
警
で
槍
孝
義
務
議
員
か
う
3
門
工
場
で
、
か
つ
て
は
熊
谷
量
五
が
ど
れ
ぐ
ら
い
ヨ
タ
自
動
票
ぎ
従
事
い
一
(
人
カ
ペ
議
選
入
力
勝
一
北
け

一
る
ゥ
か
つ
て
…
ブ
ラ
ウ
ン
管

っ
た
井
深
大
は
股
立
趣
怠
審
間
選
向
上
濁
っ
た
コ
腕
を
緩
い
和
後
-
り
は
1
0
0
工
業
の
本
策
集
も
多
く
就
緩
遠
出
肘
ず
る
か
試
し
た
い
一
。
加
す
る
。
本
部
畏
の
金
欄
間
一
打
開
叫
}
寧
「
ア

'-22創
庁

唱
化

に
一
興
関
聞
な
る
技
術
者
の
策
変
や
ソ
ニ
ー
が
液
晶
テ
分
の
1
乙
引
の
続
出
宅
金
贋
し
た
�
 ム
寸
事
務
総
同
薬
品
話
先
月
5
ヨ
、
お
ト
牧
ヱ
笠
間
一
混
血
清
の
人
材
一
撃
ノ
ロ
・
田
園
川

緩
一
の
正
統
な
後
継
簿
一
と
い
わ
�
 

筏

襲

撃

警

護

せ

し

し

ど

を

台

湾

企

業

な

ど

を

切

3

9

5

2

型

テ

レ

ヒ

?

な

で

な

ど

に

専

2

5

3

ト

警

は

一

忠

告

1

1

害

警

官

事

。

4
一
れ
た
電
界
放
出
稼
一
デ
ィ
ス
ブ

む
べ
き
8
・
滋
綴
途
に
し
て
鎗
へ
の
努
託
に
切
り
緩
え
た
た
を
生
か
す
織
掴
明
後
見
つ
け
る
絞
っ
て
お
り
、
滋
花
の
工
務
ル
コ
に
向
か
っ
た
と
大
成
滋
人
材
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
そ
れ
が
箆
本
の
も
の
づ
く
り
‘
刷
品
一
山

…
が
5
竿
煎
に
あ
念
し
た
後
約

快
な
る
翠
笠
織
の
櫨
謹
一
め
輸
出
が
減
っ
た
�
 
懇
親
の
が
蝿
揮
し
い
と
寝
室
奈
雲
閣
一
せ
る
機
織
で
設
が
手
間
聞
け
る
ボ
ス
ボ
ラ
ス
委
第
付
く
の
が
揖
一
喝
員
滋
撃
を
次
代
に
残
す
条
件
明
副
計

一
を
ム
臨
調
時
の
諸
問
曇
メ
ー
カ
!
と

1
一
緩
ん
で
よ
み
が
え
ら
せ
る
3

ソニ� 
喜
義
め
、
佼
機
援
鍛
ル
家
宅
が
通
信
斗
で
人
趨
に
な
に
あ
る
東
芝
の
深
谷
工
湯
3
労
総
力
蝿
査
に
よ
る
と
ヱ
で
約
3
遜
薦
、
研
修
を
受
け
機
、
3
方
人
の
海
外
イ
ン
タ
(
一
一
…
…
喫
閣
の
笥
跡
一
敬
討
斑
)
ヨ
2
1
2
調

車
問
療
に
発
帰
で
き
る
場
後
求
れ
ほ
型
車
一
電
の
純
絵
入
国
た
�
 
関
本
初
の
カ
ラ
�
 

E
A

'UhmGw
¥
1
h

E
町

幽盟園 


宮

前

泌

4
M
a

説
明


